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20 日 おしゃれ倶楽部(3 階) 

22 日 書道倶楽部 

23 日 ボランティア 市川教室 

24 日 絵手紙倶楽部 

7 月 6 日 ボランティア  

とっつこうくっつこう 

8 日 手芸倶楽部 

11 日 ボランティア  

古典芸能 竹忍会 

13 日 書道倶楽部 

今月以降の行事予定（現在決定分） 

5 月 27 日 書道倶楽部 

28 日 常葉大学生と交流会 

6 月 1 日 舌鼓倶楽部 新茶会(4 階) 

8 日 書道倶楽部 

 舌鼓倶楽部 新茶会(3 階) 

9 日 健康倶楽部(4 階) 

10 日 手芸倶楽部 

15 日 華道倶楽部 

 舌鼓倶楽部 新茶会(2 階) 

 

 

     

衣
替
え
の
季
節
で
す
ね
。 

冬
物
と
夏
物
の
衣
類
、
毛
布
と
肌
が
け
の
交
換

な
ど
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

お
持
ち
に
な
る
際
に
は
、
記
名
さ
れ
て
い
る

か
、
確
認
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

散
歩
に
出
る
機
会
も
多
く
な
り
ま
す
。 

帽
子
が
な
い
方
は
、
ご
用
意
を
お
願
い
致
し
ま

す
。 

   

9
月
４
日
（
日
曜
日
）
敬
老
会 

9
月
17
日
（
土
曜
日
）
菜
の
花
ま
つ
り 

   

お
か
げ
さ
ま
で
、
菜
の
花
作
品
展
を
沢
山
の
皆

様
に
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

感
心
し
た
り
、
学
ん
だ
り
、
実
り
多
い
作
品
展

と
な
り
ま
し
た
。 

今
後
の
倶
楽
部
活
動
に
も
力
が
入
り
ま
す
。 

 

14 日 健康倶楽部(3 階) 

20 日 華道倶楽部 

22 日 絵手紙倶楽部 

 

平
成

28

年

5

月
よ
り
、
こ
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
菜
の
花
に
入
職
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
有
賀

伸
之
と
申
し
ま
す
。 

学
校
を
卒
業
し
た
後
、
民
間
企
業
な
ど
で
営
業
職

を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
を

求
め
て
介
護
の
業
界
に
入
り
ま
し
た
。 

島
田
市
や
静
岡
市
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で

資
格
を
取
り
な
が
ら
介
護
職
な
ど
を
し
て
お
り
ま

し
た
。 

こ
の
度
、
短
期
入
所
生
活
介
護
の
生
活
相
談
員
と

し
て
、
こ
の
菜
の
花
に
採
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
短
期
入
所
生
活
介
護
で
の
仕
事
も
生
活
相
談
員

と
し
て
の
仕
事
も
初
め
て
な
の
で
、
皆
様
に
ご
迷
惑

を
か
け
な
い
よ
う
、
早
く
仕
事
を
覚
え
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

ま
た
、
こ
ち
ら
を
ご
利
用
さ
れ
る
ご
利
用
者
様
や

ご
家
族
様
、
職
員
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
今
ま
で
以
上

に
良
い
施
設
に
し
て
い
け
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

ひ
と
こ
と 

シ
ョ
ー
ト
生
活
相
談
員 

有
賀
伸
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＜ヒーリング＞ 

意味 ＜ほっとする・心と身体の健康を回復・大宇宙に充満する命＞ 

ご挨拶 

今月からこのコーナーを担当させて頂きます自称「花子」と申します。 

菜の花では大勢のご高齢の方がご利用されております。入居されて居られる方は２４時間３６

５日の生活の中で、色々なエピソードがあります。 

その中で、自然に発するつぶやきに‘キラリ‘と光る言葉や‘ホット’する様な仕草など流石

「先輩」と敬意を表する場面は「宝物」です。見過ごす事はできません。 

私達はそんな場面や感じた事を「キラリ、ホット」報告として職員で共有して居ります。 

この報告書でどんなに職員が癒されて居ますことか・・。 

菜の花の理念の一つに「Ｈｅａｌｉｎｇ＝心がほっと安堵する介護」があります。本来は入

居者、ご利用者様に対してのケアの基本理念であります。職員間でもご利用者様に対しての「キ

ラリ、ホット」も報告しあい、お互いに褒め合い啓発に繋げて居ります。 

その一部をこのコーナーでお知らせして参ります。 
 

 
 
＜４月１２日の午後３階の聖ユニット＞ 

窓から見える景色は桜の花も終わり葉桜になっていましたが、 

桜が咲いていた頃は窓一面の素晴らしいロケーションでした。 

Ｉ様の一言「此処からの景色を見て見て素晴らしいよ。居ながらにして。」 

 

  

 

 

 
 

 

 

４月の 


